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〔開会の宣告〕  

遠藤洋路 教育長 令和７年１月定例教育委員会会議を開会いたします。 

  

〔会議の成立〕  

遠藤洋路 教育長 本日は、私のほか４人の委員が出席しておりますので、この

会議は成立しております。 
会議規則第１４条第２項の規定に基づき、会議録署名人の指

名を行います。会議録署名人は、西山委員と苫野委員とします。

よろしくお願いいたします。 
 

〔公開の審議〕  

遠藤洋路 教育長 本日の会議の内容につきましては、会議日程のとおりですが、

本日の議事のうち、議第４号 令和６年度熊本市一般会計及び

特別会計（奨学金貸付事業会計）補正予算（２月補正予算）に

ついて、議第５号 令和７年度熊本市一般会計及び特別会計（奨

学金貸付事業会計）当初予算については、会議規則第１３条第

２号「教育予算その他議会の議決を経るべき議案についての意

見の申出に関する案件」に該当すること、議第６号 職員の懲

戒処分については、会議規則第１３条第１号「教育委員会に属

する職員の任免その他の身分取扱に関する案件」に該当するこ

と、及び、協議（２）令和９年度市立高等学校入学者選抜につ

いては、入試制度に関する意思決定前の情報が含まれるため、

会議規則第１３条第４号「その他の案件」の非公開事由に該当

することから、非公開の審議が適当と思います。 
議第４号、議第５号、議第６号及び協議（２）につきまして、

非公開に賛成の委員は、挙手をお願いします。 
  

 （全員挙手） 

  

遠藤洋路 教育長 全員賛成により、議第４号、議第５号、議第６号、及び協議

（２）は、非公開とします。 
 

日程第１ 前回会議録等承認 

遠藤洋路 教育長 それでは、「日程第１ 前回会議録等承認の件」に入ります。 
１２月２６日開催の令和６年１２月定例教育委員会会議録及

び、１月２０日開催の令和７年第１回臨時教育委員会議録を各
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委員のお手元に配布しております。この会議録等を承認するこ

とに、ご異議はありませんか。 
 
（異議なしの声） 
 
異議なしと認めます。前回会議録等は、承認することに決定

いたします。 
 

日程第２ 事務局報告の件 

・（１）事業・行事等報告について 

 

《資料机上配付》 

 

西山忠男 委員  第２回フリースクールとの連携会議についてというのがござ

いますが、これは、現在フリースクールとはどういう連携を取

ろうとしているんでしょうか。 

 

野田建男 総合支援課特

別支援教育室長 
 失礼いたします。今、吉里課長が議会対応で出ておりますの

で、後ほどご回答させていただきたいと思いますが、よろしい

でしょうか。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 では、本件、吉里課長が戻りましたら回答いたします。 

 

 

日程第４ 協議 

・協議（１）熊本市学校規模適正化基本方針（案）及び素案への意見公募結果について 

 

《朽木篤 教育改革推進課長 説明》 

 

西山忠男 委員  パブリックコメントはご紹介いただいたとおりだったんです

けど、統廃合の対象になりそうな小規模校とか通学が大変な土

地にある学校の保護者の意見というのはどういうふうになって

いるんでしょうか。それはちゃんと聞いているんでしょうか。 
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朽木篤 教育改革推進課

長 
 まだ保護者の意見は取っていません。今回、規模適正化基本

方針を策定後に教育委員会内で再度整理をしまして、概要版の

８ページにもありますが、今後の取組の第一段階の検討対象校

は決めていますので、どこからご説明に回るのかというのを検

討してまいりたいと思います。 

 

西山忠男 委員  分かりました。そういうふうに丁寧に進めていただければあ

りがたいと思います。パブリックコメントには小規模校はどん

どん潰せみたいな感じの意見もありまして、非常に乱暴な意見

じゃないかと思ったものですから、その辺は丁寧にやっていく

必要があるかと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  では、ほかにご発言がなければ本件は以上といたします。 

 

 

・協議（３）令和８年度（２０２６年度）熊本市立学校教員採用選考試験主な変更点及び日 

      程について 

 

《上村清敬 教職員課長 説明》 

 

西山忠男 委員  昨日でしたか一昨日でしたか、ニュースで教員採用試験の倍

率が熊本市と熊本県は全国最低レベルだった、１．２倍、平均

して。ということだったですよね。非常に危機感を持っている

んですけど、そのためこういういろんな新しい方向性を考えて

いただいてありがたいと思いますけど、２点ちょっと気になる

ことがあります。 
 １つは大学３年生チャレンジ選考試験ですけど、これは教育

学部の教育課程の中で大学側がどう捉えるかというのがちょっ

と気になるところなので、少なくとも熊大教育学部の意見を聞

いたほうがいいんじゃないかと思うのが１点と、もう一点は、

過去に正教員の経験がある方に対して、懲戒処分で辞めてない

かというようなことをちゃんとスクリーニングできるのかと。

特に性的ハラスメント等で懲戒処分を受けた人はまた繰り返す

可能性が高いですから、そういう人をすくわないように、拾わ

ないようにちゃんとチェック機能を果たさないといけないと思

うんですけど、以上２点いかがでしょうか。 
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上村清敬 教職員課長  １点目ですが、先般、熊大教育学部と意見交換する場がござ

いましたので、この制度の導入についてもご提案さしあげたと

ころ、大学３年生の腕試しにもなるということで前向きなご回

答をいただきました。 

 ２点目の元教員も含めまして過去に懲戒処分の履歴がある方

につきましては、申請する際にそれはちゃんと書いていただく

ことになっておりまして、それではなくとも性暴力等につきま

しては全部スクリーニングしております。仮に性暴力以外の場

合は、例えば免職以外であった場合は分からないこともあるわ

けですけど、後にそれが判明した場合は、申請する際にそれを

明記していなかった場合は、その際にまた懲戒処分の対象にな

ると考えているところです。 

 

西山忠男 委員  分かりました。 

 

澤栄美 委員  ３番の２４か月以上経験から１２か月以上の経験に変更しま

すという部分ですけど、以前も少しお話をした記憶があるんで

すが、養護教諭あるいは栄養職員もですけど、職場内で一人職

種の場合、短い年月での学びというのはなかなか厳しい部分が

あると思うんですね。教諭の場合はその学年、小さい学校だっ

たら学年も１人の場合もありますけど、学年の中で学んでいく

という意味はあるんです。養護教諭で例えて言いますけど、養

護教諭の場合は２人制のところも少しはありますが、ほぼ１人

というところで、やはり研修の充実というのを、その臨採のと

きのですね。それは直接教職員課と関わりないとは言いません

けど、指導課であったり健康教育課であったりと思いますが、

そういった研修の充実をしていただかないと、１年やったから

それで十分かというのがどうしても疑問に思うんですよね。 

 ３年目の健康教育課の取組として、養護教諭に関してはスク

ールヘルスリーダーというのが入っていますので、以前に比べ

ると違うのかなということと、それと養護教諭の場合は倍率が

高いですので、そこまで心配しなくてもいいのかなというのは

ありますけど、ぜひ臨採の１２か月の間に研修をしっかりと行

って、それなりの一次試験を受けなくてもいい知識であったり

技能であったりといったことが図れるようにというところはお

願いしたいなと思います。 

 

上村清敬 教職員課長  一人職場でやられる特に養護教諭に対する研修については、
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教職員課では行っていないですけど、先ほどおっしゃられたよ

うに、健康教育課では養護教諭向けの研修も計画的に行われて

おります。また、スクールヘルスリーダーについては、重点的

に若手の先生を見回られております。養護教諭に限らず学校事

務職員、一人職場の先生方に対する研修につきましては、さら

に強化していく必要があろうかと考えております。 

 

苫野一徳 委員  昨今の教員不足の現状に鑑みると、こちら、頂いた案でも致

し方ないのかなとは思うんですけど、１点、ちょっと私の認識

が間違っているかもしれないので確認をさせていただきたいと

思います。先ほど西山委員がおっしゃったように１．２倍とい

う数字ですけど、昨今の大量退職の傾向が続いているというこ

とと、それと正規採用を増やしていくという、そういう方針が

このような数字に表れていると理解してよろしいですか。 

 

上村清敬 教職員課長  これは熊本市に限ったことではありませんけど、おっしゃら

れるように定年退職者が一番ピークに近い。３年前に熊本市は

ピークを迎えてはいるんですけど、それにしても他の世代に比

べると大変多いという、今５０代の方々というのは多いという

状況がございます。あわせまして、特別支援学級が増えており

ます。 

そういうことから必要とする教員が多く、必要数が増してい

るという状況にありまして大量に採用しています。退職者を補

充するのに加え、先ほどおっしゃられた臨採の率を低める、正

規教員に置き換えるという施策を取っておりますことから大量

に採用しております。 

 大量に採用いたしますと不合格者が減るということになりま

すので、次の年は志願者が減るということになります。それで

見ますと、これまで育休の代替をしていただいていた臨採の方

の成り手もまた不足することで教員の未配置の状況が生まれと

いう悪循環に陥っております。 

 臨採の率を低めるということにつきましては、これは全国的

に一斉にやっているわけではなくて、熊本市が特に他自治体に

比べても臨採の率が高かったということで正規教員に置き換え

ていることで、これ、どんどん進めておりますので、来年もこ

れまでのように大量に採用するということは、若干抑えていけ

るのではないかと考えているところです。 
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苫野一徳 委員  ありがとうございました。 

 今お話しいただいたことはとても大事なことだと思うんです

よね。ニュースだけで見ると熊本市はそんなに人気ないのかみ

たいな、そういうイメージを与えてしまいかねないので、その

あたりのご説明が丁寧にあると事情を理解してもらえるんじゃ

ないかなという気もしますので、そのあたりはぜひ打ち出して

いけるといいんじゃないかなと考えました。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 今まで、ここ二、三年の感覚で言うと、１００人多く採用す

ると次の年の受験者が１００人減るという、大体かなり対応し

ているし、予測可能というかですね。ですから、今年の採用者

はどのぐらい非正規を減らして正規を増やすかというところと

は思いますけど、昨年度まではとにかく採れるだけ採るという

方針でやってきたわけですけど、まだ今年度どうするかという

のは全く決まっていませんが、採用についてもこれから検討し

ていくということにはなるかと思います。 

 ほかに。よろしいですか。 

 先ほど西山委員からありましたけど、熊大の教育学部に関し

ては、ここは３年生とか、大学のほうのカリキュラムとの整合

性とか、その辺はどうでしょう、苫野委員。すみません。苫野

委員は今、別に熊大の人として来てはいないので、別に熊大の

意見を聞くわけじゃなく。それは熊大との連携協議でやってい

るわけですが。 

 

苫野一徳 委員  教員養成課程を担当している教員としての一般論としてです

が、カリキュラムに調整は必要なのかもしれませんけど、大き

な混乱はないかと思います。先ほど教育学部からもあったとい

うことのように、意識もちょっと早めに高めることができるか

もしれないし、チャレンジにもなるという意味ではありなのか

なとは思います。 

 ただ、何かちょっと苦肉の策感が否めないのが何といいます

か。でも、マイナスはそんなにないかなという気はいたします

ね。 

 

西山忠男 委員  私がこの点をお尋ねしたのは、教員ではなくて一般の就職に

関して、就職試験を早めると学生が大学の勉強が手につかなく

なるんですよね。それで大学としては、あまり就職試験が前倒



令和７年（２０２５年）１月 教育委員会会議録【１月２３日（木）】 

 7

しになってくるというのはウェルカムじゃないんですよ。もう

ちょっとしっかり勉強させたいという思いが強いんですね。 

 これは教職で、そもそも教育学部で本来教員になる人を育て

るための学部ですから、教育学部はそういうふうには受け取れ

ないだろうとは思いますけど、あまり早く試験に通っちゃうと

安心して勉強しなくなるということがあって、ウェルカムでは

ないかもしれないなと思ったのでお尋ねしたんですよね。どう

なんでしょうね、その辺。 

 

苫野一徳 委員  二次試験が残っていますので、その意味ではそんなに影響な

いかなというのと、一次試験が受かってしまえば、後は逆に、

知識を詰め込むというよりは本当に教職の本質に関係するとこ

ろを探求していくという意識も芽生えるかもしれない。むしろ

そのようにカリキュラムも組み直していく必要があるかなと思

います。今、教育学部も探求系の科目というのも充実させよう

としていまして、特に３年生に、学生たちが自ら教育の様々な

課題を自分たちで取り立てて探求していくというようなカリキ

ュラムが入ってきていますので、そことの整合性はある程度あ

るのかなというような気はしています。 

 

遠藤洋路 教育長  苫野委員がおっしゃるように、４年生はむしろ教職に向けた

勉強に専念できると言われたらそうかもしれないなと思いまし

たね。 

 それと、最初の教職員課長からの説明で、全国で半分以上と

いうか結構な数の自治体がやっていますよという、そこに関し

ても、そんなに早く受かりたいならほかの自治体を受けるとい

うことなんじゃないかとも、熊本市がやったからといって大学

にどのぐらい影響するのかなと思いました。これはあれですか、

教職員課長、ほかのところというのは近隣の例えば九州くらい

の範囲でもやっているところのほうが多いんですか。 

 

上村清敬 教職員課長  今年度九州内で実施されたのは、福岡県、佐賀県、鹿児島県

と政令市の北九州市になります。情報によりますと、来年度か

らは宮崎県、長崎県も導入されるということです。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。今、確かにやっていないところが少ないとい

うか、やっていないのは熊本県ぐらい、あと福岡市ですか、今

の話だと。 
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上村清敬 教職員課長  政令市では熊本市と福岡市、県名を言えば大分県くらいにな

ります。熊本県が今のところ未定です。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。そう言われると、やっていないところが少な

いという、そこはそれで、熊本市が新たに始めたからといって

大学が何かいろいろ対応しなきゃいけないというほどでもない

ということですかね。 

 

上村清敬 教職員課長  そうですね。 

 

遠藤洋路 教育長  もうみんなやっているからという、みんなじゃないけど多く

がやっているから。熊本市もそっちのグループになるというだ

けのことですね。分かりました。 

 もちろん、熊大からすれば県、熊本市が一番たくさん受ける

んでしょうから影響はあるかもしれませんけど、学生からすれ

ば、どうしても早く一次試験だけ受けたいという人がどのぐら

いいるのかよく分かりませんが、いるなら近隣のところを受け

るので、言えば今までだってそれは受けられたということです

かね。よろしいですか。 

 

遠藤洋路 教育長  では、本件についてほかにご発言がなければ、本件は以上と

いたします。 

 

 

日程第５ 報告 

・報告（１）令和６年第４回定例市議会報告について 

 

《資料事前配布》 

 

西山忠男 委員  いつだったか、不登校について質問があったと思います。４

ページですね。本市が政令都市の中で不登校児童が最も多いと

いうご指摘なんですけど、それは、答えにあるように不登校生

徒の数をどう数えるかという問題にも関わってくるので、積極

的に本市は不登校児童生徒を多く認識しているということもあ

るということのようですけど、それはそれとして、やはり多い
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のは確かなので、これは前々からの懸念ですけど、どうやって

解決していくかということ。 
 不登校の要因として、学校生活に対してやる気が出ない等の

相談があったというのが一番多いとあるんですけど、これはも

う少し深掘りする必要があるんじゃないかと思うんですよね。

やる気が出ないというのはどういう意味なのかと。多くの場合

友人関係じゃないかなと推測するんですけど、友人関係が良好

であれば友達と会うためにだけでも学校に行くということは普

通にあることなので、これだけ不登校が多いということは人間

関係がやっぱり問題なんじゃないかなという気がして仕方がな

いんですが、その辺の不登校の要因の分析についていかがお考

えなのかというのを一つお伺いしたいと思います。 
 もう一つ、チャレンジスクールの件が後で出てきますが、こ

のチャレンジスクールについても、検討中ということですけど、

今後どう考えていくのかと、この２点についてお尋ねをします。 
 

吉里麻紀 総合支援課長  お尋ねの件ですが、不登校の要因のところでは確かにもう少

し深い要因の分析が必要かと思っています。文部科学省の調査

も、去年までは先生方の見立てでしたが、令和５年度、今年度

の集計からは実際に相談があったというような事実関係を確認

して要因を分析することに変わっております。しかし、無気力

不安といったことがどこから来ているかということについて

は、分析ができていない状況です。 
 西山委員がおっしゃったように、人間関係で、今とても繊細

なこどもさんたちが増えているのかなと、傷つきやすいこども

さんたちが増えているように感じています。レジリエンスみた

いな、そういったところを高めていくことも必要なのかと思っ

ております。 
 ２点目のお尋ねにつきましては、現在、熊本市では２１人の

不登校対策サポーターを雇用しまして、各学校に配置して別室

の指導等をしております。本年、フリースクールとまではいき

ませんけど、各学校でそれぞれの取組もしていただいていると

ころです。 
 一昨日、私も現場を見てきましたけど、１つの学校では、こ

どもたちの得意の分野をこどもごとに掲示するような場所を設

けて、その中でこどもたちは自分の得意分野を認識しながら、

それを次の高校受験に生かしていくような、将来の夢を描くよ

うな、そういった取組もできている不登校対策の別室がありま
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したので、そういった活動も広げていけたらなと思っておりま

す。お答えになっていますでしょうか。 
 

西山忠男 委員  チャレンジスクールのイメージですが、先日、岐阜に一緒に

参りましたけど、岐阜で訪問した草潤中学のような特例校のイ

メージなんでしょうか。 
 

吉里麻紀 総合支援課長  失礼しました。私は今、校内フリースクールのイメージでお

話をさせていただきました。不登校特例校というところでは、

見せていただきましてとても有効でしたので、また今後も検討

を続けていきたいと思っております。 
今現在、現実的に設立に向けて動いているかといえば、そこ

はまだ検討中というところです。 
 

西山忠男 委員  せっかくそういう中学を訪問していろいろ勉強させてもらっ

たので、少しはああいう形の特例校が本市でもできるかどうか

という可能性を追求してみるのもいいんじゃないかなと感じた

ところです。その点いかがでしょうか。 
 

遠藤洋路 教育長  総合支援課長、資料でいうと１２ページにチャレンジスクー

ルについて載っていますが、チャレンジスクールが何かが全然

ここには書いていないので、この質問で言っているチャレンジ

スクールというのが何かということと併せて回答してもらって

もいいですか。 
 

吉里麻紀 総合支援課長  失礼しました。ちょっとすみません、資料を確認いたします。

少し確認をさせていただいて、またお返事をさせていただいて

もよろしいでしょうか。 
 

遠藤洋路 教育長  はい、分かりました。では、その間、ほかにご意見、ご質問

ありましたらお願いします。 
 

澤栄美 委員  今の西山委員の質問の不登校児童生徒のことに関連してです

が、私はスクールカウンセラーの仕事もしていますけど、私の

肌感覚としては、友人関係のこともありますけど、勉強につい

ていけない、そういったこどもたちが学校に行く気をなくして

しまうということが非常に多いような感じがしているんですよ

ね。その中には、例えば書字障害、読み書きの障害を持ってい
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るＬＤと言われるような、そういう状況のこどもたちもいるん

ではないかなというふうに考えています。 
 そのことを考えたときに、先生方の指導の仕方あるいは例え

ば今はもうみんながｉＰａｄを持っていますけど、授業中に読

むことに関してｉＰａｄで読みやすくするアクセシビリティー

が入っていますので、そういった何か配慮、多様性に応じた指

導というのも進めていくべきかなというのは一つ思っていると

ころです。 
 それと、先ほど抑鬱とか不安とか、あるいはやる気が出ない

といったことがありましたが、文科省の調査ではそういった項

目になっているんですよね。それは結果であって、その要因と

いうのが先ほど言ったようなやっぱり勉強についていけないと

かそういった部分だと思うので、この調査自体が、私はその項

目がみんながまるで抑鬱になって学校に行けていないような、

そういう素質を持っていて行けていないような、そんなふうに

捉えられるんですけど、その背景に何があるかというところを

調べられると本当はいいのではないかなと思っているというの

が一つの点ですね。 
 一つお尋ねなんですけど、１０ページの家庭教育リーダーで

すかね、そのことについて私もあまり知らなかったので、家庭

教育リーダーというものがどういったものかを教えていただけ

たらと思います。 
 

遠藤洋路 教育長  では、最初の質問、総合支援課ですけど大丈夫ですか。何か

調べている途中ですか。さっきのやつ、前の質問は大丈夫です

か。前の質問からでも今の質問からでもいいですけど、どちら

でも構いませんのでお答えいただけますか、総合支援課長から。 
 

吉里麻紀 総合支援課長  ありがとうございます。 
 まず、チャレンジスクールからお答えいたします。 
 ここの答弁で申しておりましたチャレンジスクールというの

は、中学校で不登校だったこどもが進学する高校で、東京都で

されているものです。 
 

遠藤洋路 教育長  つまり、これは中学校の中に何か教室をつくってほしいとか、

西山委員があげられた岐阜の草潤中学校みたいな学びの多様化

学校を中学校でつくってほしいということじゃなくて、中学校

で不登校だったこどもが行ける高校をつくってほしいという、
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そういう質問ということでよろしいですか。 
 

吉里麻紀 総合支援課長 はい、そうです。都立の定時制単位制で三部制の高校を東京

都がつくられておりまして、そういったことにも対応してはど

うかということでご質問いただいたところでございます。 
 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 
 じゃ、西山委員、後でまた聞きますので、澤委員への回答を

お願いします。 
 

吉里麻紀 総合支援課長  家庭教育学校。 
 

遠藤洋路 教育長  いや、家庭教育は別の課ですよね。澤委員が最初におっしゃ

ったのは。 
 

澤栄美 委員  意見です。 
 

遠藤洋路 教育長  意見なんで、回答は特に要らないということですね。分かり

ました。 
 じゃ、西山委員、さっきの総合支援課のチャレンジスクール

に関して何かありましたら。 
 

西山忠男 委員  ちょっと私、誤解していたんですが、私は草潤中学のような

特例校をつくってはどうかという提案ではなかったかと思った

んですが、それは誤解だったようですけど、私はやはり、ここ

で言うチャレンジスクールのようなものよりも、草潤中学校の

ような不登校支援の特例校をつくったほうがいいような気がし

ています。 
 それで、学力不足も原因じゃないかという澤委員のご意見は

ごもっともだとは思いますけど、私は人間関係が一番重要じゃ

ないかなという印象が拭えなくて、それは、コロナのときにオ

ンラインにしたら不登校の生徒もかなりオンラインで受けてき

たということがありますので、学校に行かなくて済むんだった

ら自宅で勉強したいという意欲のある子がたくさんいるんじゃ

ないかという気がしたので、そういうふうに思ったわけです。 
 それで、草潤中学でびっくりしたことは、生徒が先生を選べ

るシステムになっていたんですね。だから、生徒から見ると先

生との相性というのもとても重要なんだなというのが分かった
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ので、これもやっぱり人間関係が一つ問題になっているんじゃ

ないかと思った理由の一つなんです。 
 そういうことで、私は中学校レベルでの不登校支援の特例校

というのを本市でも、できるできないは別として、考えてみた

らどうかなと申し上げた次第でございます。 
 

遠藤洋路 教育長  分かりました。それは、回答は特に要りませんか。 
 

西山忠男 委員  特に要りません。 
 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 
 じゃ、次の澤委員の質問にいきますが、これは地域教育推進

課からお答えください。 
 

原口琢哉 地域教育推進

課長 
 今、澤委員からご質問がありました家庭教育の地域リーダー

ということに対してお答えをさせていただきます。 
 本課で業務として、家庭教育セミナーというものを各学校の

ご要望や、またはＰＴＡの要望に応じて講師を派遣するという

業務を実施しております。その家庭教育のセミナーの講師にな

る方たちの研修を本課で行うということで予算をつけ、今、事

業を展開しているところでございます。コロナ禍で研修がなか

なか進みませんでしたが、くまもと「親の学び」プログラムに

精通した教育関係者の方に講師をお願いし動画を撮り、ユーチ

ューブ配信等で家庭教育セミナーの講師になられる方に視聴し

ていただきながら研修してまいりました。今後、そういった講

師の育成及び派遣がどんどん進めば、よりよい取組になるなと

いうふうに考えております。 
 

澤栄美 委員  そういった固定的な講師の方たちがいらっしゃるということ

で理解していいですか。 
 

原口琢哉 地域教育推進

課長 
 はい。今、固定化した講師の方たちもいらっしゃいますが、

コロナ禍でかなり活躍の場といいますか、講師として出る機会

が減ってきたのと、あと、その方々がちょっと高齢化されてい

て、なかなか継続的に講師を行うということが難しいような状

況も出てまいりました。新しい人材をこれから育成するという

点と、もう一つは、家庭教育でいろいろ取り組んでいらっしゃ

るいろんな関係団体がございますので、そういった方々と連携
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しながら、よりよい人材というかリーダーの発掘及びそういっ

た事業の派遣等を連携しながら取り組んでまいりたいと思って

おります。 
 

澤栄美 委員  すみません。実は私も家庭教育セミナーに何回か講師で行っ

ているので、そういう人たちがいたんだなと思ってお尋ねしま

した。実際何人かそういう人たちがいるといいよねというのは

思っていたので、そういうものがあったんだなというので確認

したかったということです。 
 私も家庭教育セミナーに行く中で考えるのは、苫野委員なん

かもよく言われますけど、幼児教育から大事だし、家庭で親御

さんたちがこどもに対して何か、ある偏った考え方じゃなくて、

こどものよさを伸ばしていくような子育てをしていただくと、

随分、それこそさっきの不登校問題ではありませんけど、変わ

ってくる部分もあるかなと思いましたので、ぜひそういうリー

ダーとなられる方たちをたくさん見つけてお話ができる機会、

でも、そういうところにはお話を聞いてもらいたい人たちが案

外来ないんだよねという話がよく出るんですけど、絶対集まる

就学児健康診断のときとか、あるいは市立の幼稚園になるかと

思いますけど、幼稚園でお話しする機会とか、そういったもの

がたくさんつくれるといろんな問題の解決の一部にはなるのか

なと思いましたので、ぜひよろしくお願いします。 
 

遠藤洋路 教育長  澤委員が家庭教育セミナーの講師を何回かされたのに家庭教

育地域リーダーを知らなかったとおっしゃっているんで、ちょ

っと周知が足りていないんじゃないかと思いますから。 
 

澤栄美 委員  それは私のせいです。 
 

遠藤洋路 教育長  いやいや、澤委員のせいじゃないです、別に。地域教育推進

課のほうでもぜひ講師の方、その他もっと周知をお願いしたい

と思いますけど、いかがですか。 
 

原口琢哉 地域教育推進

課長 
 ご指摘ありがとうございます。まだまだ周知が足りないとい

うことでちょっと反省をしておりますので、周知をうまくでき

るようにしたいと思うのとともに、今、澤委員からご指摘いた

だきましたが、保育園等にもお声をかけさせていただいており

何件か幼稚園や保育園からも家庭教育セミナーを活用していた
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だいておりますので、さらにそういった点をどんどん進めてま

いりたいと考えております。 
 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 
 セミナーの宣伝もそうですけど、講師を増やすということも

ぜひ併せてお願いしたいと思います。 
 では、ほかにはよろしいですか。 
 

西山忠男 委員  １５ページに市立図書館の書籍購入方法に関する質問が出て

いるんですけど、これがよく私、理解できなくて、どうもこれ

を読んでみると福祉の問題とも関連しているし、地元書店も活

性化するという、そういう面もあるようなんです。ちょっと複

雑な問題のようなので、もう少しどういう問題なのか説明をい

ただきたいと思います。 
 

山内光博 市立図書館長  これは、地元の書店組合からの請願書を市議会のほうで採択

されたものです。相手方からの要求としましては、１番には現

在、書籍の購入と装備を含めて一般競争入札にかけておりまし

て、入札を書籍と装備と分けてくれというのが１点と、地元書

店から定価で買ってほしいというのが１点と、装備については

福祉施設に委託してほしいという３点の要望でございました。 
 

遠藤洋路 教育長  まず、装備って何かというのは皆さん知っているわけじゃな

いので、ちょっと説明していただいてもいいですか。 
 

山内光博 市立図書館長  本の装備につきましては、図書館の本を購入し、表面をコー

ティングし、ＩＣタグを貼って、そのＩＣタグに対して書誌情

報を入力していただいているところです。それをセットで一般

競争入札でお願いしているところでございます。 
 

遠藤洋路 教育長  それと２点目、さっき説明された定価で買ってほしいという

のは、定価で買ってないってどういうことなのというふうに疑

問もあるかと思うんですけど、そこについても追加で補足をお

願いしていいですか。 
 

山内光博 市立図書館長  書籍につきましては再販価格ということで、本来であれば定

価で販売がされているところですが、例外的な措置として、公

共施設等に納入する場合には割引ができるというようなところ
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の契約の内容で出されています。そういったことで今は一般競

争入札で割引率を競っていただいて、一番割引率が高いところ

で落札ということで購入しているところです。それを地元書店

としては再販価格ということで、定価で購入してほしいという

お願いでございます。 
 

遠藤洋路 教育長  今は入札で定価より安いところがあったら一番安いところか

ら買っているけど、定価で地元の書店から買ってほしいという、

そういう要望だということですね。 
 

山内光博 市立図書館長  はい。 
 

遠藤洋路 教育長  それと、３点目が障がいのある方の話ですかね。 
 

山内光博 市立図書館長  ３点目につきましては、本のコーティングは今も一部につい

ては地元の福祉施設にお願いしているところです。それを要望

としましては、全面的に福祉施設で依頼できないかというお願

いでございます。 
 

西山忠男 委員  そういうご要望はもっともな面があると思うんですけど、特

に３番目の福祉施設への依頼ということについて、この回答で

は一部は依頼しているということのようなんですよね。それを

全面的に依頼してもらいたいという質問なんじゃないかという

ふうに思いますけど、それについて今後どういう方向性でお考

えなのか、教えてください。 
 

山内光博 市立図書館長  福祉施設への依頼につきましては、相手方の処理能力という

のが現在限られているものですから、その処理能力に応じて依

頼数を増やしていきたいと考えております。 
 

西山忠男 委員  分かりました。 
 もう一つ、地元書店から定価で購入するということについて

はどうお考えでしょうか。地元振興という意味ではそうしたほ

うがいいと私も思うんですが、やっぱり税金を払うわけですか

ら入札のほうが当然だという考えもあろうかと思いますけど、

図書館としてはどういうお考えでしょうか。 
 

山内光博 市立図書館長  今、予算のほうは６，６００万のうち５００万は地元書店か
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ら購入をしているところです。６，１００万を一般競争入札で

購入しておりますが、現状、一般競争入札を随意契約に替える

というのは地方自治法上も難しいですし、予算要求上も難しい

ところがございます。今後も予算要求等に努めていきたいと考

えております。 
 
 

遠藤洋路 教育長  補足しますと、法律上難しいというか、やっている自治体も

あるので法律上できないわけじゃないんですけど、今までより

も高いお金で同じものを買うということが、果たしてそれがい

いのかというところが一つの論点です。 
 それと、次の１６ページに出ているように、今の契約とかそ

ういったことに関わる問題ですので、教育委員会だけでなくて、

経済観光局というのが地元の書店といった地元経済の振興です

ね。それから当然契約担当であったりそういったところ、財政

局ですかね、そういった関係部局がお互いそれぞれの立場もあ

るので集まって協議をしないと、これは教育委員会だけで決め

られる話ではないというふうに認識をしているということです

ね。 
 なので、西山委員おっしゃったように、どっちももっともな

点はあるわけですよ。地元の書店から本を買うべきだろうとい

うご意見と、いや安けりゃ安いところから買うべきだろうとい

うご意見とそれぞれあるので、そこの調整が必要だという状況

という具合になっています。 
 

西山忠男 委員  私の個人的な意見は、書店は都市の文化だと思っているんで

すよ。立派な書店があるというのはその都市の文化度を表して

いるんですよね。そういう意味でやっぱりちょっと熊本は寂し

いところがあるので、地元の書店をやっぱり応援したいという

気持ちが私は個人的には強いんですよね。書店が立派になって

たくさんの本が並ぶようになれば人もおのずと集まるし、やっ

ぱり文化も向上するというのが私の基本的な考えなので、私は

本が欲しくなったら東京の丸善まで出かけていくというような

ことをしていたんですけど、そんなふうでなくても熊本で十分

に本が買えるような状況になったらいいなと昔から思っている

ので、申し上げた次第です。 
 

遠藤洋路 教育長  東京まで買いに行くとなったらなかなかの専門書だと思うか
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ら、熊本の地元の書店で注文すれば手配してくれるのか分から

ないですけど、日頃から置いてあるような本じゃないという。 
 

西山忠男 委員  そうですね。 
 

遠藤洋路 教育長  いろんなニーズがあって、今、大きな書店ももちろんなんで

すけど、一番はやっぱりネットですよね。オンラインの書店で

本を買うと地元の書店から買わないという、そこが書店の経営

にとって一番大きな、ライバルという言い方がいいのか分かり

ませんが、そういうところなんじゃないかと。難しさというか、

経営の厳しさの大きな原因なのかなというふうに思いますよ

ね。 
 

村田槙 委員  ９ページのコミュニティ・スクールについてなんですけど、

まず以前、岐阜に視察に行かせていただいてからとても強く感

じているのが、これまでは地域と学校の連携というのに加えて、

やっぱり文面の至るところに地域、家庭、学校という家庭のと

ころが必ず入っていたんですよね。もちろん地域というところ

の中に保護者や家庭というのが含まれて表現されているんだと

思うんですけど、家庭というのをもっと、地域と学校の２つで

はなくて地域、学校、家庭の３つをどんどん表記されていくと

いいなと思いました。 
 家庭とか保護者が、そもそもコミュニティ・スクールという

のがどんなもので、自分たちも関わっていくべきものなんだと

いう知る機会というのがなかなかないと思うんで、自治体によ

ってはコミュニティ・スクールに関する通信を定期的に家庭に

出したりとか、そういう自治体もあるとお聞きしたので、知る

機会というのがもっと必要なんじゃないのかなと感じていま

す。 
 というのと、お尋ねなんですけど、１ページ戻りましてデジ

タル自動採点システムについてですけど、今試験導入というこ

とで、今後本格導入を検討していくと書いてあるんですけど、

現実的にどれぐらいをめどに始まっていくものなのかをお聞き

したいなと思いました。 
 

朽木篤 教育改革推進課

長 
 今のデジタル採点の件でよろしいでしょうか。 
 今年度１６校の中学校でモデルを実施しました。今予算を要

求している段階ですが、できれば全中学校４２校で来年度から
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実施したいと考えております。 
 

遠藤洋路 教育長  地域教育推進課長からもお願いします。 
 

原口琢哉 地域教育推進

課長 
村田委員からのご指摘ありがとうございます。本当に学校と

地域だけではなくて、保護者にもしっかりと入っていただき、

ご意見をいただきながら取り組んでまいります。その際、どん

な学校をつくりたいのかとか、またはどんなこどもたちを育て

たいのかということを対話を通してみんなでつくり上げるよう

なコミュニティ・スクール及び地域学校教育活動になるように、

これから工夫してまいりたいと思います。ありがとうございま

す。 
 

遠藤洋路 教育長 では、ほかにご発言がなければ本件は以上といたします。 
 

 

・報告（２）藤園中学校・城東小学校、江南中学校・向山小学校・向山幼稚園の魅力ある学 

      校づくり基本計画の進捗状況について 

 

《朽木篤 教育改革推進課長 報告》 

 

西山忠男 委員  藤園・城東についてもう一度見直すということであれば、教

育センターをあそこの敷地内に置くということは間違いないで

すよね。それで教育センターがある、特別支援学校がある、普

通の中学校があるということであれば、そこに先ほど議論にな

った不登校支援施設ができないかなというのを考えた次第なん

ですけど、草潤中学のような特例中学ができるかどうかは別と

しても、それは無理としても何らかの形の不登校支援施設がで

きれば、あの地域を総合的な教育支援のモデル地区みたいな形

で整備することができたらすばらしいんじゃないかなと思った

んですけど、どうでしょうか。 
 

朽木篤 教育改革推進課

長 
 現在、検討の段階にも上がっておりませんので、今後、関連

各課を含めまして検討してまいりたいと思います。 
 

遠藤洋路 教育長  では、私から１点確認ですけど、これはいろんな意見があり

ますよということと、先ほど課長が言ったように、人が増える
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か減るか予測しにくいという、基本的には今後減っていくだろ

うということで、小学校、中学校を一緒にして施設も一つにし

たらいいよねという話だったわけですけど、何かどうやら必ず

しも減るわけじゃなさそうだという、これはそうするとどのぐ

らい延期するというのも変ですけど、どのぐらいすれば見極め

がつくのかということですよね。日本の人口を考えたら当然遠

い将来どんどん減っていくんでしょうけど、延期というのはど

のぐらい延期するんですか。 
 

朽木篤 教育改革推進課

長 
 特に藤園中学校の老朽化が一番激しい状況でございますの

で、藤園中と城東小につきましては令和７年度をめどに計画策

定を目指しております。先ほども申しましたとおり、人口の変

動が読めない状況になっておりますので、一体化だけの選択肢

だけではなく、別々にすることも含めて今計画してまいりたい

と思っております。その点も含めて向山・江南ももう一回、計

画策定をどうやるかということも含めて検討してまいりたいと

思います。 
 

遠藤洋路 教育長  分かりました。じゃ、今後のスケジュールもこれから検討し

ますという、そういうことですね。 
 

朽木篤 教育改革推進課

長 
 今後のスケジュールも検討してまいります。またご報告させ

ていただきます。 
 

遠藤洋路 教育長  では、ほかにないようでしたら、本件は以上といたします。 
 

 

・報告（３）日本語指導拠点校の拡充について 

 

《松岡美幸 指導課長 報告》 

 

西山忠男 委員  ちょっとよく分からないんですけど、エアコンがなければエ

アコンをつければいいんじゃないかという気がするんですね。

長嶺小が児童は７人で一番多いわけでしょう。月出小はゼロで

すよね。長嶺小にエアコンをつけて、そこを拠点校にするとい

うことはできないんですか。 
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松岡美幸 指導課長  指導課としてもそれが一番いいと考えておりますが、長嶺小

は児童数が多いし、今後減少する見込みがございません。少な

くとも令和７年度は空かないということが分かっておりまし

て、その後も空きません。エアコンなしあるにかかわらず、空

き教室がないという状況でございます。 
 

西山忠男 委員  別の質問ですけど、東区で増えているというのはＴＳＭＣ関

係のことなんでしょうか。 
 

松岡美幸 指導課長  全てがその該当されるこどもさんではないんですけど、影響

は大きいので、東区で増えているのはそのように見ております。 
 

西山忠男 委員  であれば、今後もさらに増える可能性がありますよね。ＴＳ

ＭＣ第２工場、第３工場とかそんな話まで出ているので、また

それに関連した日本の企業の進出もいろいろとうわさされてい

る状況なので、東区は結構人口も増えるだろうし外国人も増え

るだろうなというふうに考えたときに、本当に月出小でいいの

かなというのはちょっと気になるんですよね。月出小はどっち

かというと東区でも中央寄りのほうですよね。託麻北小とかそ

ういうところにも空き教室はないんでしょうか。 
 

松岡美幸 指導課長  資料の２ページのところの一番上の表ですけど、空き教室は

長嶺小から託麻東小まではないということで、そこは検討から

外れると考えました。 
 

遠藤洋路 教育長  この５つの校区にはもう空き教室がないので、空いている教

室がある一番近いところが緑のところの３つということですよ

ね。その中で今、月出小が一番、この３つの中では近いと、そ

ういうことですかね。 
 

澤栄美 委員  今は拠点校でこどもが何人いるかという表はあるんですけ

ど、基本的にはそこから各学校に指導に行かれる場合もあるわ

けで、そこら辺ちょっと確認したいんですが。 
 

松岡美幸 指導課長  今、澤委員がおっしゃったように、黒髪小がセンター校で５

人教員がおります。その内の１人が、兼務校になっている桜山

中におります。それと、楠小に２人、城南小に２人の教員がお

ります。そこからこどもさんがいる学校に派遣という形で行っ



令和７年（２０２５年）１月 教育委員会会議録【１月２３日（木）】 

 22

て指導する。あと、教員の方とは別に協力員が１４人おります

ので、その方が行って指導するという場合もございます。 
 

澤栄美 委員  それはどっちが多いという話でもないんでしょうけど、この

図からいくと、結局教室がないからいろんなところから行きま

すよという、どっちかというとこどもが行くという前提という

ことですか。 
 

松岡美幸 指導課長  こどもさんが先生のところに行くというのは、今は皆無です。

黒髪小にこどもさんがいて、そして黒髪小の先生が教えるとい

う形ではありますけど、こどもさんが移動して先生のところに

習いに来るという形はありません。 
 

澤栄美 委員  ということは、東区の話でいうと、月出小に拠点校があって

各学校に行くという話ですよね。 
 

松岡美幸 指導課長  そうです。 
 

澤栄美 委員  そしたら、その各学校にスペースがないといけないんじゃな

いですか。私、何かちょっと理解していませんかね。 
 

松岡美幸 指導課長  澤委員のおっしゃるとおりです。空いている部屋を利用して、

その時間、週に２時間とか４時間とかそのこどもさんによって

違うんですけど、個別に指導があっているので、どこかの部屋

を使って指導を今現在行っているという状況です。 
 

澤栄美 委員  すみません。私ちょっと理解力が足りないのかもしれません

けど、だから結局、そのこどもが在籍しているところに、ある

程度の空き部屋でクーラーがある部屋がないといけないという

ことではないんですかね。 
 

松岡美幸 指導課長  それも、広さ的には１教室分はなくても、相談室とかある程

度の広さがあれば、それは指導ができるということです。拠点

校にするためには先生の部屋プラス指導の部屋も必要になって

きますし、はっきりとは分からないんですが、先生が多分１人

では難しいかなというか、今後のことを考えると在籍として先

生は２人ぐらいかなというふうに想定しておりますので、ある

程度の部屋を確保することが必要だということでこの選定を考
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えました。 
 

澤栄美 委員  その上で、月出小にもそういうこどもたちが結構今在籍する

可能性もあってということですかね。というのが、何を考えて

いたんだったかすごく混乱していますけど、じゃどうぞ。 
 

松岡美幸 指導課長  月出小の在籍、今現在ゼロなんですよ。一番左の表を見てい

ただくと、こどもたちの数のところは、東区はそこに記してい

るとおりの人数なんですね。先ほど候補に上がったのが山ノ内

小の１名なんですね。西原小とそれから月出小は在籍ゼロです。 
 今、拠点校では先月もう先生たちがいらっしゃるところの校

長先生にお伺いすると、行き来がかなりあるので、１日２往復

とかもあるので、そこの拠点校にこどもがいるということより

も、立地というかアクセスのしやすさのほうが優先するという

ことを伺いましたので、それで判断をいたしました。 
 

澤栄美 委員  言おうとしていたことを思い出しました。 
 さっきの学校規模の話にもちょっと関わってくるのかなと思

うんですけど、やっぱりそういう教室があるのでそこの学校の

そばに引っ越していきたいという人も出てくるのかなというふ

うに思うんですけど、そういった何か柔軟な通学の関係という

のも考えていけるといいのかなと思いました。 
 

遠藤洋路 教育長  今の澤委員のお話からすれば、こどもが月出小に集まってく

るんじゃなくて、月出小から先生が長嶺小だったり託麻東小だ

ったりに行きますよという話だということですよね。 
 先生が集まる場所というか、先生たちの職員室というんです

か、先生のものを置いておく場所が必要でしょうし、そういう

ために空き教室がある月出小を拠点校にしますよという、そう

いうことですよね。そこから先生が出張というか出かけていく

んですと。 
 そうなら、別に先生が集まる場所とか先生の待機場所という

のは学校じゃなくてもいいんじゃないかという気もするわけで

すけど、長嶺小なり託麻東小なりのどこかの公共施設でも、何

か場所に先生の部屋をつくれば、そこから行ったほうが早いし

近いんじゃないのと。わざわざ学校の空き教室に集まらなきゃ

いけないというものでもないんじゃないのという、そういう疑

問も出てくるかと思うんですけど、それはいかがですか。 
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松岡美幸 指導課長  今お話を伺うまでそういう発想がなかったので、また検討し

てみないと分からないなと思うんですけど、学校の職員であり

所属長が校長である、その下で日本語指導の先生たちも勤務を

しているということから、先生たちの動きだったり、何かそこ

ら辺の不都合が起こってくるのかなとか、ほかの先生たちとの

やり取りがどうなのかなというところを今考えました。もっと

広い視点で考えてみる必要があるかなと思います。 
 

遠藤洋路 教育長  もちろん学校の職員だからという、月出小にするなら月出小

の職員になるということなんでしょうけど、別に月出小でも山

ノ内小でも西原小でも、どこでも空いているところにしますよ

みたいな話なんであれば、絶対月出小の職員じゃないと困りま

すということじゃないわけですよね。なら、もちろん服務関係

とかそういったことはあるにしても、例えば公民館に空いてい

る部屋があるならそこを使うとか、例えばですよ。ないかもし

れないから分かりませんけどね。東区はあまりそういう空きも

ないような気もしますけど、ほかのスペースで、市の施設でで

きないこともないような気はしますけど、やはり学校の職員で

あれば学校にいないといけないのかな。 
 ただ、幼稚園のことばの教室とかは必ずしも幼稚園に設置し

てあるわけじゃなくて、隣の幼稚園に設置していたこともあり

ますし小学校に設置していることもありますよね。なので、必

ずしも学校の空き教室を使わなきゃいけないというルールで考

えなくてもいいのかもしれませんね。今回は近くにこれが空い

ているから、別に学校の空き教室を使えば、もともとエアコン

もついている部屋があれば追加でお金も要らないからこれが一

番リーズナブルですよというふうになりますが、今後もっと増

えたときに必ずしもどこかの学校の空き教室を使わなきゃいけ

ないかと言われたら、そうでもないかもしれないですよね。 
 今後さらに増えるという西山委員の最初のご指摘、もしここ

からさらに増えてさらに拠点をつくらなきゃいけないというこ

とになったら、必ずしもここの、じゃもっと遠くてもいいから

どこかの学校の空き教室を使いましょうということじゃなく

て、このエリア内あるいはエリアの近隣で適切な場所があれば、

そこに先生が一旦集まって各学校にそれぞれ散っていくという

方法もあるのかもしれないですね。それも含めて、今後幅広く

適切な場所があれば探してみてください。 
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松岡美幸 指導課長  今お話しいただいたような形でも、検討していきたいという

ふうに思いました。 
 今ちょっと入った情報ですけど、東区のまちづくりセンター

とか公共施設についての情報が入りました。いろんな場所から

利用についての問合せが多くて、空きスペースが少なくてもう

対応できない状況だという、東区の公共施設についてはそのよ

うな状況ということで今連絡がありました。 
 

遠藤洋路 教育長  どんなスペースが必要なのかということで、公共施設がいい

のか、それ以外のところがいいのかも含めて考えてもらったら

いいかと思います。 
 

西山忠男 委員  どうもやっていることが対症療法的なように思えて仕方がな

いんですよね。何かもうちょっと抜本的に考え直さないといけ

ないんじゃないかなという気がします。 
 今後増えるとしたらという話ですよね。ＴＳＭＣの進出を受

けて、ルーテルとか熊大附属は国際コースをつくりましたよね。

定員は少ないけど、本市も最初は何かそういうのを準備しなき

ゃいけないんじゃないかというような話もありましたけど、い

つの間にか立ち消えになっちゃってこういう日本語教育だけに

なっているんですけど、そこをもう一度考え直したほうがいい

んじゃないかなという、熊本市立の小学校、中学校にそういう

国際コースをつくる、だから教員を派遣するんじゃなくて、生

徒をそこに集めて、そこで集中的に指導するという、外国のこ

どもたちをですね。そういうことをもう一遍考えてみる必要も

あるんじゃないかなと思うんですけど、いかがでしょうか。 
 

松岡美幸 指導課長  そのような視点で新しい学校というか、そういうクラスとい

う考えは、私は今まではなかったので、そこも考えてみる必要

があるのかなと思う一方で、こどもたちが入ってきたときに、

国際教育の視点でその学校がとてもこどもたちの学びになると

いうことが大きいというふうに感じております。その子が外国

のこどもさんというか、帰国されたこどもさんがいなかったら、

そこまで触れられなかったとか思いをはせることができなかっ

た様子とか状況を知ることができなかったことに対して、接し

たりとか話を聞いたりとか、直接そのことを聞く経験とか触れ

合う経験を通して、在籍だったこどもたちの視野が広がったり、
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相手に対する思いやり、何かそういうところというのは非常に

価値があるなと思っているので、できればそこの特化した学校

というよりも、公立の学校に入ってきてもらって、そこでのお

互いの学びというのが深まっていくのがいいなというふうには

考えております。 
 

西山忠男 委員  それもそうですけど、私が申し上げたのは非常に効率が悪い

やり方だなということなんですよね。だから、ちょっとルーテ

ルとか熊大附属の国際コースがどういう現状なのかというのを

調べてみられたらどうでしょうかね。それはお金のかかる話で

すし、なかなか難しい面もあると思うんですけど、それだけや

っているところがあるのに本市がこういうことしかやっていな

いというのは、何となく本市の力不足みたいな感じがしないで

もないんですよね。感想ですけど。 
 

遠藤洋路 教育長  ＴＳＭＣの工場が本格稼働して、今、大体人も入ってきてい

るわけですけど、これまでのそれ以前の段階だと、ほとんどの

方はみんなインターナショナルスクールに入ったんですね。具

体名を言ってもあれですが、東区にあるいわゆる私立のインタ

ーナショナルスクールに大半のこどもが入って、公立を希望し

た人はほとんどいなかった。 
 その後、ルーテル、それから熊大にそういう国際クラスなり

インターナショナルスクールなりができますよということにな

っているわけですけど、その上で、公立のインターナショナル

スクールなり国際クラスをつくったときに希望がどのぐらいあ

るのかというところがちょっと読めなかったというのが大きな

原因かなというふうには思っています。 
 現状を見ると、一旦みんなインターナショナルスクールに入

ったんだけど、やはりそこから公立に転入してくる人もいるし、

別のインターナショナルスクールに行く人もいるのかもしれま

せん。 
 それと、また別ですけど、熊本市外ですよね。熊本市外は武

蔵ヶ丘小学校を拠点校にして、そこにこどもを集めるみたいな

ことをすると。西山委員おっしゃったように公立の問題なのか

どうか分かりませんけど、みんなそこに集めてみんなそこで先

生もいますよみたいにするという案を最初考えていたように伺

っています、今どうなっているのか分かりませんが。 
 ですから、熊本市はそれぞれの学校にこどもたちが分散して
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いって、そこに日本語指導の人が行くという方法を選んだ。県

は、逆に１校に集中させるという方法を選んだ。どっちがいい

のかというのは、やってみてどうだったかというのを見て、熊

本市もどこかに集中させたほうがいいということであれば、そ

れはそういう方法を取るということもあり得るかと思います。 
 一方で、一番日本語指導の対象児童が多い学校は教室が全然

ないという状況ですので、これからもっと人が入ってきたらも

っと教室も必要ということなんで、恐らくそういうことをする

なら、そのために新しく施設を造らなきゃいけないということ

になりますね。それをするかどうかというところが一つの判断

かと思います。 
 託麻東小は何か新しい校舎を造っていましたね、今そう言え

ば。二岡中と託麻東小の何か間をつなぐような。そこには空き

はできないのか。ないから造っているんですもんね。余るほど

は造らないですね、きっとね。ただ、今後減ったら空きが出る

可能性はゼロじゃないということですかね。やっぱり施設を整

備するとなると結構な時間がかかるので、少し様子を見てとい

う、最初の出だしの様子を見てからというのも、それはそれで

一つあるのかなと思いますけど、どうですかね。 
 

西山忠男 委員  今後どうなるかということに関しては、ＴＳＭＣと直接話を

して、おたくの就学児童生徒を引き受けるから、ついては施設

整備の資金を出してくれないかというような交渉をするという

のも私はあると思いますよ。これは市長がやってくれないと困

りますけど、市長がＴＳＭＣとそういう交渉をしてくれるなら、

教育長と市長がね。それは実現するかもしれないと思いますけ

どね。 
 

遠藤洋路 教育長  私は、個人的な感覚を言えば、そこまでして公立にする必要

があるのかなと思いますけどね。ＴＳＭＣにお金を出してもら

うなら私立でいいんじゃないですかね。そうでもないですかね。 
 

澤栄美 委員  今現状として、日本語指導を受けているこどもさんたちと親

御さんたちが何を目的にその学校にいらっしゃるのかというの

があると思うんですよね。さっき松岡課長が言われたように、

やっぱりほかのこどもたちの多様性とかそういったことの学び

にもなるし、なかなか今、日本語教室で、私が知っているこど

もさんはＴＳＭＣとかがまだないときですけど、やはり東南ア
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ジアから来られた方とかいろいろ、だからそこの地域じゃない

と過ごせないからそこに住んでおられるという方もいらっしゃ

るので、余裕がありそうなときに、なぜ日本に来て今の公立の

普通の学校に来ているのかというのが分かれば、またその方向

性も見えるのかなというふうに思いました。 
 

西山忠男 委員  先ほどの教育長のご意見はそうかもしれないですけど、現状

ではこういうふうに東区でぼつぼつ増えてきていて、それが仮

にＴＳＭＣの就学児童生徒だとしたら、ぼつぼつ増えることに

対して我々がこういうふうに対症療法的に対応しなきゃいけな

いという状況が生まれてくる、さらにそれが増大していくとい

うのは私はちょっと釈然としないところがあって、それだった

らＴＳＭＣも少しお金を出してよねと言いたくなるわけですよ

ね。それがさっきの発言だったんですけど、何でインターナシ

ョナルスクールに集中しないで公立にも流れてくるのかという

ところが何かあるんだろうと思うんですけど、それに対しては、

少しＴＳＭＣはお金を出してよと言いたいと私は思います。 
 

松岡美幸 指導課長  インターナショナルスクール、私立から熊本市の公立に移り

たいと言われたご意見の中で私が伺っているのが、施設設備が

熊本市の公立のほうがいいというのもありますけど、日本語を

学びたいということをおっしゃっていたので、そこのニーズが

あるのかなというふうには感じました。 
 

遠藤洋路 教育長  逆に、日本人が海外に赴任したときにこどもをどこの学校に

入れましょうかと考えたときに、インターナショナルスクール

に入れるという選択もあるし、現地校に入れます。現地校に入

れますという人はやっぱり現地の言葉や文化に触れさせたいと

いう目的があるでしょうから、ここで熊本市は、外国から来た

生徒はみんなここに集めてインターナショナルスクールを造っ

てここに来てくださいと言ったら、いやいやそうじゃなくて地

元の公立に行きたいんですと言う人もいるでしょうし、そうい

う人が今来ているんじゃないのという気もしないでもないです

けど、どうですかね。 
 聞いてみないと何とも言えないということで、澤委員がおっ

しゃったようにもう少し調べてみて、ニーズがどこにあるのか、

そしてそのニーズが満たせていないのであれば、それに応える

方法を見つけるということもやはり必要なんでしょうね。だか
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ら、まずはこれでＴＳＭＣというかＪＡＳＭですね。工場もで

きて稼働してスタートしたので、この状況で今何が足りていて

何が足りていないのか、それを見極めた上で今後どうするか、

単純にこれをひたすら増やしていきますという方法でいいのか

という、そこはやはり考えなきゃいけないでしょうね。 
 

西山忠男 委員  私が一番心配したのは、負担がどんどん増えてくるんじゃな

いかということなんですよね。だから、日本語教育ばかり負担

が強いられて、ほかの大事な不登校支援とかそういった問題が

おろそかかになったらちょっと困るなと思うので先ほどの発言

になったということです。ですから、ちょっとこれで状況を見

極めながら、さらに増えるようだったらもうちょっと考え直さ

ないといけないかなと思います。 
 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 
 人数的にはまだそこまで増えていないという気が。熊本市の

規模の都市で考えれば７１人というのは決して多い数じゃない

というか、むしろ少ないくらいなんじゃないかと思いますけど

ね、ほかの政令市と比べたら。ですから、まだ今の段階で市の

負担になっているというふうには思いませんが、今後もしもっ

と増えるんだったら、ほかの事業に影響が及ぶとかそういう財

政的に非常にコストが高いとかいうことがあれば、そういうこ

とも考えなきゃいけないかもしれませんが、今のところそうい

う状態じゃないという前提で今これをやっています。人数でい

っても７０人というのは、不登校は３，０００人ですから、そ

れと比較しても、ほかの事業に影響が及ぶほどの何か大きな規

模での課題が起きているということではないんじゃないかとい

うふうには思いますけどね。 
 ほかにいかがでしょうか。 
 

苫野一徳 委員  既に自治体によっては４割ぐらい外国籍のこどもがいるよう

な学校もあったりするということなので、先行事例はたくさん

あると思うんですよね。なので、そういったものから学んでい

く、今のうちにチャンネルが豊富にあればいいんじゃないかな

ということを思いました。 
 

遠藤洋路 教育長  ありがとうございます。 
 ６万人のうち７０人ですから、非常に数でいうと熊本市はお
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っしゃるように少ないほうなのかというふうに思いますので、

もっと多いところはたくさんある。そこのいろんなやり方、そ

れからその成果と課題ということですね。それを研究して、今

後どうするかというのを考えていきましょう。 
 では、ほかになければ本件は以上ということにします。 
  
次は、議第４号、議第５号、議第６号及び協議（２）につい

て非公開で審議を行いますので、傍聴人の皆様は恐れ入ります

がご退出をお願いいたします。それから合わせて少し休憩を取

って再開したいと思います。よろしくお願いします。 
 

 

（休  憩） 

 

日程第２ 事務局報告の件 

・（１）事業・行事等報告について 

 

遠藤洋路 教育長  では、再開します。 
 休憩前に非公開で審議を行いますと申し上げましたが、大変

申し訳ありません。西山委員のご質問への総合支援課長の回答

が済んでいませんでしたので、まず総合支援課長からの回答を

公開で行った上で、次に非公開の審議に入りますので、よろし

くお願いいたします。 
  

吉里麻紀 総合支援課長  フリースクールとの連携会議についてというご質問をいただ

いているかと思います。これは今年度から始めましたもので、

第１回目を８月に開催しております。参加者は、熊本市のこど

もたちが通っているフリースクールの代表の方、そして小中学

校の代表、校長先生、そして市長事務部局の関係課、教育委員

会の各課が出席しております。教育長や教育次長、教育部長に

もご出席をいただきました。 
 この中では、フリースクールの取組や課題を共有しまして、

こどもたちへのよりよい支援のためにできることの意見交換を

行いました。その意見交換の中では、支援につながっていない

こどもたちの存在、また連携の難しさ、そしてフリースクール

の運営基盤の脆弱さというようなものが課題として上げられま

した。 
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 それを受けまして、第２回の会議では熊本市が執り行ってお

ります様々な支援のご紹介であったり、また、なかなか情報が

いっていないこどもたちもいるということでしたので、情報の

周知の仕方などについて共有できたらと考えております。 
 第２回目については、これからまた内容を精査していきたい

と考えております。 
 

西山忠男 委員  分かりました。 
 

澤栄美 委員  差し支えなければ、そのフリースクールの参加は、私が知っ

ているのは例えばＷＩＮＧ ＳＣＨＯＯＬとか学習支援センタ

ーとかそのあたりなんですけど、それを聞いても大丈夫ですか

ね。 
 

遠藤洋路 教育長  どんなところが参加しているかということですか。 
 

澤栄美 委員  はい。 
 

吉里麻紀 総合支援課長  全部で１４校ほど参加をいただいております。今、澤委員に

おっしゃっていただいたところのほか、例えばゼロスクールで

あったり勇志国際高等学校の中等部であったり、あとはＡＲＫ

さんという支援が必要なこどもたちがお世話になっているよう

なスクールであったり、予備校もありました。様々な形態のフ

リースクールに参加をいただいております。 
 

澤栄美 委員  ついでばかりで申し訳ないんですけど、熊本市が出席と認め

ている学校というのはその１４校全部になるんですかね。ちょ

っとすみません、私がちゃんと把握してなくて。 
 

吉里麻紀 総合支援課長  フリースクール等に通っているこどもたちにつきましては、

一定の条件を満たせば指導要録上の出席扱いということを学校

の校長先生の判断でしていただいております。このフリースク

ールに行けば出席ということではなく、個別に学校のほうに対

応していただいているところです。 
 ただ、欠席というカウントにはなりますので、年間３０日を

超えると不登校という分類になりますけど、そちらのほうは欠

席という扱いになっております。 
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遠藤洋路 教育長 確認ですけど、指導要録上は出席扱いだけど欠席という、そ

れはどういう仕組みですかね。それは何か、今聞いていた人は

出席扱いにならないで欠席になると思われたと思うのですけ

ど。 
 

吉里麻紀 総合支援課長  指導要録上の出席扱い、指導要録と、あと不登校かどうかと

いう年間報告してもらう欠席日数がありますけど、正式には欠

席ということで、不登校かどうかということを判定するときに

は不登校の中に入れております。 
 すみません。ちょっとそこのところ、私のほうから詳しく説

明が難しいので確認をします。 
 

遠藤洋路 教育長  はい。ただ、これがないとほかに案件ないんですよね。 
 

澤栄美 委員  今分かったことで言うと、一定のどこかの学校だとオーケー

ということではなくて、特定の一定の要件というのがどういう

要件かなと思うんですけど、校長の裁量でもうこれは出席とし

ますよということですか。 
 

遠藤洋路 教育長  基本的には校長が決めるんですけど、例えばこのフリースク

ールに行っていれば皆さん全員出席ということじゃなくて、個

人個人で学校に通っているのと同じぐらい学習しているという

評価がされれば出席扱いという、そういう説明だったんじゃな

いかというふうには思いますけど、今確認しているということ

なので、もう一回説明があると思います。 
 少なくとも学校ごとにここに行っていれば出席扱い、ここに

行っていれば欠席とかいうことではなくて、個人の学習状況を

見て判断するということ、そういう仕組みになっているという

ことですね。 
 なので、例えばフリースクールに行っている人もそうですし、

家でオンラインで学習している人も出席扱いにできるという仕

組みがあるんですけど、それも当然個人ですよね。家にいたら

出席扱いということじゃなく、場所の問題じゃなくて、学校で

出席だと言える学習をしているかどうかということですね。 
 

澤栄美 委員  大きく言うと、学校で学習している状態と同様ぐらいの学習

をしていれば出席というような感じですか。 
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遠藤洋路 教育長  はい。いろんな条件があるかと思いますけど、条件を満たし

たフリースクールに行っていて、そこである程度ちゃんと勉強

しているということであれば、学校に行っているのと同じぐら

いの学習をしているという評価ができるという、大まかに言う

とそういう考え方かというふうに思います。 
 

村田槙 委員  すみません。何にも知らなくて申し訳ないんですけど、その

場合、通知表の扱いはどうなるんですか。 
 

遠藤洋路 教育長  通知表がどう扱われるかも総合支援課長から追加で説明をし

ていただいて。指導要録というのは正式な公文書というか、全

部公文書ですけど、作らなきゃいけない書類なんで、出席扱い

にするしないというのはありますけど、通知表というのは学校

で作っている文書なんで、書き方は学校で決めているんですよ

ね。なので、教育委員会が決めているというよりは、学校のこ

れも校長の裁量ということにはなるかという前提で、実際どう

なっているのかというのを説明していただいていいですか。 
 

吉里麻紀 総合支援課長  すみません。指導要録上の出席扱いと欠席について、ちょっ

とまだ今調べておりますのでもう少しお待ちください。 
 

遠藤洋路 教育長  恐らく不登校かどうかの日数を数えるときに欠席にしている

という、それは指導要録とは関係なく、文科省の問題行動等調

査の数え方なんですよね。なので、学校を３０日以上休んでフ

リースクールに仮にフルで行っていたとして、出席扱いになる

日数というのは指導要録に書かれるんだけど、学校は３０日以

上休んでいるので、その人は不登校のカウントあるいは長期欠

席のカウントになりますよという、そういう意味の説明ですよ

ね、さっきのはね。 
 

吉里麻紀 総合支援課長  はい、そうです。 
 文科省への報告としましては欠席児童生徒として報告します

ので、不登校のカウントに入っていきます。 
 

遠藤洋路 教育長  ただ、出席扱いというのは、その人のいろんな個人的な書類

がどういう扱いになるかということですよね。指導要録とかさ

っきの通知表とか、どういうふうに書かれるかということで、

熊本市の不登校が何人います、長期欠席が何人いますという数
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には入りますよという、それは文科省がそういう数え方で調査

をしているというだけの話だと思うので、それよりは指導要録

にどう書かれるのかとか通知表にどう書いてあるのかという、

そこの説明をしていただけるといいかなと思いますけど。 
 

吉里麻紀 総合支援課長  これ、文科省のほうが出しておりますけど、指導要録上の出

席扱いというのは、こどもたちが施設等でいろいろな努力やや

っていることについて学校として評価して支援をするために、

我が国の義務教育制度を前提としながら、一定の要件を満たす

場合には指導要録上の出席扱いをするということで規定をされ

ておりまして、こどもたちの頑張りを認めるような、それを形

にして表すような制度だと考えております。 
 一方で不登校等の報告につきましては、欠席児童生徒として、

教育長が先ほどおっしゃいましたように、文科省のほうには報

告をいたします。 
 通知表につきましては、原則、指導要録上出席扱いにした場

合には通知表にも反映をいただくよう学校に教育委員会からお

願いをしておりまして、多くの学校ではそのような取扱いをし

ていただいていると考えております。 
 

遠藤洋路 教育長  すみません。肝心な指導要録上の出席扱いって何ですかとい

うところの説明をお願いします。多分、指導要録って何ですか

という説明が要ると思います。 
 

吉里麻紀 総合支援課長  指導要録ですね。すみません。ちょっとそこもお待ちくださ

い。私のほうが詳しく分からなくて。 
 

遠藤洋路 教育長  じゃ、指導課長が答えるということなんで、指導課長からお

願いします。 
 

松岡美幸 指導課長  指導要録は、こどもたちの学籍だったり、指導についての評

定だったりコメントだったりを１年分まとめて記載されている

もので、学籍と指導に関するものが合わさった公簿です。 
 さっきの出席のことに関してお話しすると、フリースクール

に行ったこどもさんは、出席簿上は欠席になるけど、学校長の

ほうで、学校の教育課程に照らしてそのフリースクールで学ん

でいることが合致しているという、適切だと認められる場合に

は出席と認めるということになるので、指導要録上の出席にな
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るということでございます。 
 

遠藤洋路 教育長  難しいですね。つまり、指導要録って何ですかという、見た

ことないから。そこを説明いただけますか。 
 

松岡美幸 指導課長  指導要録というのは、学籍に関する記録と指導に関する記録

から成っています。学籍に関する記録は、こどもさんの名前だ

ったり住所だったり、保護者さんの名前だったり住所だったり、

学年の担任の先生、そのときの校長先生という在籍が明確にな

るもの、何年編入、転入してきたとか転出していったみたいな

のも記載される学籍のものがあります。 
 指導に関する記録のところに出席日数だったり各学年のこど

もさんの成績に当たるものが記載されて、数字だったりコメン

トだったりが記載されるものです。 
 通知表というのは保護者さんに渡すもので、公簿ではないん

ですけど、通知表が前期、後期で渡され、それが一つにまとま

ったものが指導要録の指導に関する記録というふうに考えてい

ただければいいかなと思います。 
 

遠藤洋路 教育長  何か別に管理職試験じゃないのでそんなに答えなくてもいい

んですけど、今、課長が公簿と言っているのは、さっき私、公

文書と言いましたけど、指導要録も通知表も公文書ですけど、

指導要録というのは法令上作らなきゃいけない文書なんです

ね。各学校、必ず指導要録というのを作って全部記録を書いて、

それを次の進学したというか、その学校を出た後に行く学校に

もそれを渡さないといけないという、その人が学校でこういう

ことをやりましたという正式な記録のことなんですよね。 
 そこで出席扱いというのは、出席ではないんだけど出席した

のと同じ学習をしましたという欄を作って、そこに日数を書き

ますよという形になっているんで、欠席の日数と出席の日数の

２個しかないわけじゃなくて、出席停止、忌引とか、この前も

ラーケーションも出席停止・忌引等という欄に書かれるわけで

すね。出席扱いというのも、何日は出席扱いですというのをそ

こに書くという、そういう仕組みということですね。 
 その指導要録というのは、普通は誰も見ないんですよ、本人

は。学校で作って次の学校に渡すだけだから。ただ、そこに書

いてある内容を本人とか保護者に渡すように書いたのが通知表

なんですよね。だから、通知表に何と書くかは、正式に法令で
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決まっている文章じゃないから各学校で決めていいんですよ。 
 通知表がない学校というのがあるわけですね、苫野委員、詳

しいと思いますけど。だから、通知表がない学校だったら別に

通知表に出席ですか欠席ですかなんて関係ないわけですけど、

通知表がある学校でもどういう様式にするかとか、それは基本

的には学校で決められるようになっています。 
 ただ、熊本市の場合は校務支援システムというのを導入して

いるので、基本的には校務支援システムに入れれば通知表が出

てくるので、どの学校も似たようなことになっていると思うん

ですけど、指導要録も通知表も出席扱いにしたら、出席扱いに

した日数がそこに書かれるという、そういう仕組みになってい

るということでいいですか。 
 

松岡美幸 指導課長  はい。 
 

遠藤洋路 教育長  ということです。 
 なので、何日間は出席扱いになっているというのが通知表に

書いてあれば本人も保護者も分かるということですね。 
 

澤栄美 委員  すみません。私の質問からこうなったんですけど、結局、文

科省に人数の計上として上げるときには不登校ということにな

りますよということですよね。 
 

遠藤洋路 教育長  そうです。 
 

澤栄美 委員  またついでに聞くと、適応指導教室フレンドリーとかフレン

ドリーオンラインは、一定の要件を満たしているということで、

出席になるということでよかったですかね。 
 

吉里麻紀 総合支援課長  はい。原則はそのように考えております。ただ、学校と保護

者との連携も一つの要件として入っておりますので、必ずしも

全てのこどもたちがということではない可能性があります。 
 

遠藤洋路 教育長  原則というか、基本的にはそういうことですね。 
 

吉里麻紀 総合支援課長  はい。 
 

澤栄美 委員  分かりました。 
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 ちょっと仕事柄、保護者の方から欠席がずっと続いているこ

とへの不安というのを聞かれるので、フレンドリーオンライン

とかに入られるとそれは出席扱いにもなるというお答えをした

りするので、はっきりとこの機会に確認しておきたいなと思い

ました。ありがとうございました。 
 

遠藤洋路 教育長  本人や保護者にとっては出席扱いなんですけど、文科省への

不登校や長期欠席の人数を報告するときには人数にはカウント

されるということなんで、文科省へ別にどこの誰さんが不登校

ですとか名前を報告するわけじゃないわけですよね。例えば、

熊本市の不登校のこどもが全員フリースクールに行って、毎日

ちゃんとフリースクールに行っているから全員出席扱いだか

ら、熊本市は不登校ゼロですということにはならないわけです

ね。それは、不登校は不登校ですよとカウントはするけど、本

人に行く通知表とか本人の指導要録には出席扱いということで

日数をカウントしていますよ、そう書かれますよと、そういう

ことですね。 
 では、本件は以上といたします。 
   

【非公開の審議】 

日程第３ 議事 

・議第４号 令和６年度熊本市一般会計及び特別会計（奨学金貸付事業会計）補正予算（２ 

      月補正予算）について 

 

《中川浩二 教育政策課長 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

・議第５号 令和７年度熊本市一般会計及び特別会計（奨学金貸付事業会計）当初予算につ 

      いて 

 

《中川浩二 教育政策課長 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 
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日程第４ 協議 

・協議（２）令和９年度市立高等学校入学者選抜について 

 

《松岡美幸 指導課長 説明》 
 

日程第３ 議事 

・議第６号 職員の懲戒処分について 

 

《上村清敬 教職員課長 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【一部修正のうえ承認された】 

 

〔閉会〕  

遠藤洋路 教育長 以上で、本日の会議日程は全て終了いたしました。 

 ほかにないようでしたら、これで令和７年１月定例教育委員

会会議を閉会いたします。お疲れさまでした。 

 


